
　

令
和
五
年
五
月
、
歴
史
あ
る
美
術
雑
誌
『
國
華
』
の
第
一
五

三
一
号
に
、「
千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産
」
と
題
し
た
特
集
が

組
ま
れ
ま
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、『
あ
だ
ち
広
報
』
や
区

立
中
央
図
書
館
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
改
め
て
、
こ
の
『
國
華
』
と
、
同
号
の
特
集
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 　
『
國
華
』
第
一
五
三
一
号
は
、一
冊
全
て
が
千
住
・
足
立
の
文

化
遺
産
特
集
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
は
、
平
成

二
十
三
年
よ
り
当
区
が
実
施
し
て
い
る
「
文
化
遺
産
調
査
」
と
、

文
化
遺
産
調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
琳
派
研
究
の
第
一
人

者
、
玉
蟲
敏
子
氏
（
武
蔵
野
美
術
大
学
）
を
は
じ
め
と
す
る
研
究

者
の
方
々
と
重
ね
て
き
た
調
査
の
成
果
が
注
目
さ
れ
て
生
ま
れ
た

　
『
國
華
』
は
、
日
本
美
術
の
保
存
と
普
及
を
目
的
に
、
明
治
時

代
の
美
術
指
導
者
、
岡
倉
天
心
（
一
八
六
二
〜
一
九
一
三
）
と
、

そ
の
盟
友
で
官
報
局
長
も
務
め
た
高
橋
建
三（
一
八
五
五
〜
九
八
）

が
中
心
と
な
り
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
創
刊
さ
れ
た

『
國
華
』　
最
高
峰
の
美
術
雑
誌

特
輯 

千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産

美
術
雑
誌

で
組
ま
れ
た

『
國
華
』

こ
っ
か

と
く
し
ゅ
う

 

「
特
輯 

千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産
」 

も
の
で
す
。
作
品
の
解
説
に
は
、
文
化
遺
産
調
査
に
携
わ
っ
た
研

究
者
と
、
当
館
学
芸
員
が
筆
を
執
っ
て
い
ま
す
。

　
『
國
華
』
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
特
定
の
作
家
や
ジ
ャ
ン
ル
、
著

名
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
寺
社
の
宝
物
な
ど
、
様
々
な
特
集
が
組
ま

れ
て
き
ま
し
た
が
、
絵
画
・
工
芸
を
中
心
と
す
る
内
容
で
、
今
回

の
よ
う
に
市
区
町
村
単
位
で
そ
の
地
域
の
伝
来
作
品
や
文
化
を
取

り
上
げ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
特
集
に
掲
載
さ
れ
る
千

住
・
足
立
の
文
化
遺
産
の
数
々
は
、
酒
井
抱
一
・
谷
文
晁
と
い
っ

た
江
戸
時
代
後
期
の
文
人
た
ち
と
の
密
接
な
交
流
を
土
台
と
し

て
、
日
常
生
活
の
中
で
美
術
文
芸
を
楽
し
ん
で
き
た
地
域
の
豊
か

な
姿
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
特
集
は
そ
の
よ
う
な
足
立
の
文
化

遺
産
と
、
調
査
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
美
術
史
的
な
意
義
が
評
価
さ

れ
て
の
こ
と
と
言
え
ま
す
。 

　

近
年
、
特
定
の
地
域
に
お
け
る
美
術
文
化
を
検
証
す
る
「
地
域
美

術
史
」
と
い
う
概
念
が
美
術
研
究
の
分
野
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
『
國
華
』「
特
輯 

千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産
」 

は
、
地
域

に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、 

地
域
美
術
史
の

持
つ
重
要
性
を
発
信
で
き
た
と
い
う
点
で
、
美
術
研
究
に
貴
重
な

足
跡
を
残
し
た
と
言
え
ま
す
。

『國華』第1531 号 表紙 

 〈『
國
華
』
第
一
五
三
一
号 

目
次
〉 

　

● 「「
千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産
」
特
輯
に
当
っ
て
」 …

國
華
編
輯
委
員
会 

　

● 

概
論
「
千
住
・
足
立
の
名
家
と
文
化
遺
産
」 …

玉
蟲
敏
子
／
多
田
文
夫
・
荻
原
ち
と
せ
（
当
館
学
芸
員
） 

作
品
解
説 

　

● 

酒
井
抱
一
下
絵 

原
羊
遊
斎
蒔
絵 「
筑
波
山
に
都
鳥
墨
切
蒔
絵
大
盃
」…

玉
蟲
敏
子

　

● 

鈴
木
其
一
画 

東
耕
舎
米
員
・
関
屋
里
元
賛 「
小
督
局
・
源
仲
国
図
」…

玉
蟲
敏
子

　

● 

村
越
其
栄
筆
「
秋
草
図
屏
風
」 …

江
村
知
子
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）

　

● 

村
越
向
栄
筆
「
月
次
景
物
図
」   …

小
林
優
（
当
館
学
芸
員
）

　

● 

一
世
谷
文
一
・
遠
坂
文
雍
「
文
雍
写
真
・
文
一
写
真
」 …

鶴
岡
明
美
（
昭
和
女
子
大
学
）

　

● 「
木
造
釈
迦
如
来
立
像
」…

眞
田
尊
光
（
川
村
学
園
女
子
大
学
）

研
究
資
料 

　

● 「
舩
津
家
伝
来
資
料
に
み
る
足
立
の
谷
派
絵
師 

舩
津
文
渕
の
展
開
」  …

加
藤
ゆ
ず
か
（
当
館
専
門
員
）  

　

● 「
狩
野
派
の
粉
本
資
料
群
と
し
て
の
石
出
家
伝
来
資
料
」 …

小
林
優 

重
要
史
料
解
題 

　

● 「
町
や
村
に
伝
わ
っ
た
美
術
の
古
文
書
記
録
」 …

多
田
文
夫 

特集

『國華』のご購入については
書店にお問い合わせください。 

　

美
術
雑
誌
で
す
。
本
年
で
一
三
五
年
の
歴
史
を
数
え
、
刊
行
が

継
続
し
て
い
る
美
術
雑
誌
と
し
て
は
世
界
最
古
と
な
り
ま
す
。 

　

美
術
研
究
の
専
門
雑
誌
と
し
て
高
い
格
式
を
誇
り
、
取
り
上

げ
る
作
品
は
厳
選
を
重
ね
た
上
で
、
各
分
野
の
美
術
研
究
者
に

よ
る
解
説
論
文
が
挿
入
さ
れ
る
ほ
か
、
様
々
な
研
究
論
文
も
掲

載
さ
れ
ま
す
。
今
日
で
は
日
本
で
最
も
権
威
あ
る
美
術
雑
誌
と

し
て
知
ら
れ
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
と
論
文
は
見
逃
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
、
国
内
の
大
学
・
美
術
館
や
東
洋
美
術

を
扱
う
海
外
の
美
術
館
で
必
読
誌
と
し
て
購
読
さ
れ
て
い
ま
す
。



審
議
の
中
か
ら 

横山家の帳場に展示した美術品を見学する参加者

ガイド役の学芸員キャラ コバヤシ 

　

郷
土
博
物
館
に
は
、
外
部
委
員
５
名
、
区
の
管
理
職
１
名
で

構
成
さ
れ
る
「
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

博
物
館
と
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
博
物
館

の
調
査
研
究
、
収
集
、
保
存
、
教
育
普
及
（
展
示
）
な
ど
の
活

動
に
つ
い
て
委
員
の
先
生
方
に
ご
審
議
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果

を
博
物
館
の
運
営
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
会
議
室
で
の
対
面
開

催
の
ほ
か
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

外
部
委
員
の
皆
様
は
博
物
館
、
美
術
館
で
の
業
務
経
験
も
豊

富
な
専
門
家
で
、
博
物
館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
課
題
に
つ
い

て
、
広
い
視
野
と
経
験
か
ら
ご
提
言
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
の
審
議
事
項
か
ら
、
い
く
つ
か
の
事
例
と
と

も
に
、
外
部
委
員
の
皆
様
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　

改
修
工
事
で
休
館
中
の
現
在
、
博
物
館
以
外
の
場
所
で
出
張

展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。代
表
例
が
伊
興
本
町
の
東
岳
寺（
歌

川
広
重
の
墓
所
が
あ
る
）
で
の
「
一
日
だ
け
の
広
重
展
」（
９

月
６
日
）
や
、
千
住
の
江
戸
時
代
の
建
物
で
区
の
登
録
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
横
山
家
住
宅
で
の
「
出
張
博
物
館 

横
山
家
住

宅
」（
11
月
17
日
〜
18
日
）
で
す
。
こ
の
う
ち
横
山
家
住
宅
の

展
覧
会
で
は
、
館
蔵
古
文
書
や
美
術
品
な
ど
を
建
物
と
と
も
に

ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

委
員
か
ら
は
、
美
術
品
保
護
の
た
め
の
二
日
間
と
い
う
期
間

や
、
普
段
か
ら
掛
軸
や
屏
風
が
飾
ら
れ
て
い
た
場
所
（
帳
場
）

■
出
張
博
物
館 

横
山
家
住
宅

に
伝
来
品
を
展
示

し
た
こ
と
に
「
江

戸
時
代
の
展
覧
会

を
連
想
さ
せ
、
空

間
を
楽
し
め
る
」

「
文
化
財
の
建
物

の
中
で
の
展
示
で

知
恵
と
工
夫
が
み

ら
れ
る
」
と
の
評

価
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
足
立
の

美
術
品
の
特
徴
で

あ
る
「
生
活
の
中

の
美
術
」
と
い
う

切
り
口
を
「
今
後

も
意
識
す
る
と
良
い
結
果
に
つ
な
が
る
」
と
の
ご
指
導
も
あ
り
、

今
後
の
一
つ
の
方
向
性
と
考
え
ま
す
。 

　

次
に
、
当
館
で
企
画
し
て
い
る
マ
ン
ガ
本
『
ビ
ビ
ビ
美
ア
ダ

チ
』
の
出
版
に
つ
い
て
の
審
議
が
あ
り
ま
し
た
。『
ビ
ビ
ビ
美

ア
ダ
チ
』
は
、
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
２
０
２
２
年
１
２
月
ま

で
、
足
立
区
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
に
掲
載
し
た
４
コ
マ

漫
画
に
加
筆
・
再
編
集
し
発
行
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
本
に
は

実
在
の
学
芸
員
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す

る
た
め
、
委
員
の
先
生
方
か
ら
「
実
在
の
学
芸
員
が
モ
デ
ル
と

な
っ
て
い
る
の
で
キ
ャ
ラ
が
立
ち
、
類
例
と
差
別
化
で
き
る
だ

ろ
う
」
と
の
ご
意
見
に
加
え
、「
来
館
者
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

■『
ビ
ビ
ビ
美
ア
ダ
チ
』
発
行
へ

出
会
え
る
こ
と
が
動
機
づ
け
と
な
り
、
足
立
の
文
化
遺
産
の
普

及
に
つ
な
が
る
の
で
は
」
と
の
お
声
も
あ
り
、
展
覧
会
開
催
の

際
に
『
ビ
ビ
ビ
美
ア
ダ
チ
』
の
内
容
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
う
ま

く
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
博
物
館
事
業
と
の
連
携
を
模
索
す
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
審
議
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。
博
物
館
資
料

の
防
災
対
策
で
す
。
足
立
区
は
東
京
の
平
野
部
、
低
地
帯
に
あ

り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
当
館
に
も
設
置
し
て
い
る
浸
水

深
表
示
板
等
で
は
水
害
時
に
博
物
館
も
最
大
で
１
階
部
分
が
水

没
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

最
近
の
協
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
大
雨
に
伴
う
博
物

館
収
蔵
庫
の
被
災
に
関
す
る
情
報
を
交
換
し
て
、
新
た
に
館
の

防
災
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
審
議
の
中
で
「
博
物
館
だ
け
で
な
く
町
に
あ
る
文
化
財
も

視
野
に
入
れ
る
べ
き
」
と
の
指
摘
も
あ
り
、
先
人
の
遺
産
を
ど

の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
早
期
に
一
定
の
方
向
性

を
打
ち
出
し
て
い
き
ま
す
。 

■
博
物
館
防
災
の
検
討

頼
も
し
い
博
物
館
協
議
会



外
部
委
員
五
名
の
先
生
方 

　

協
議
会
外
部
委
員
の
皆
様
は
、
美
術
館
・
博
物
館
や
自
治
体

で
の
資
料
調
査
の
経
験
や
、
著
名
な
研
究
・
展
示
の
実
績
を
お

持
ち
で
す
。
協
議
会
で
は
文
化
遺
産
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
美
術
資
料
の
熟
覧
会
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
多
角
的
な
評
価

や
活
用
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
大
方
針
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て

ま
で
情
報
交
換
が
で
き
る
、
博
物
館
の
心
強
い
相
談
相
手
と
言

え
ま
す
。

協議会委員と事務局 リモート会議の様子 協議会の熟覧会

　

日
本
近
代
史
と
地
域
歴
史
資
料
学
を
専
門
と
さ
れ
て
お

り
、
各
地
の
博
物
館
を
含
む
自
治
体
の
資
料
保
存
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
千
住
曙
町
の
東
京
未
来

大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
足
立
区
の
古

文
書
記
録
に
も
精
通
さ
れ
、
現
在
は
防
衛
大
学
校
の
准
教

授
と
し
て
幹
部
自
衛
官
候
補
生
の
教
育
に
従
事
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
伝
統
工
芸
史
と
デ
ザ
イ
ン
と
の
複
合
新
領
域
を
ひ
ら
か
れ
、

二
〇
一
三
年
に
新
伝
統
工
芸
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。
川
越
先
生
も
当
館
の
専
門
員
だ
っ
た
経
歴
を
お
持
ち

で
、
二
〇
一
五
年
に
開
催
さ
れ
た
千
住
酒
合
戦
二
五
〇
年
記

念
「
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ィ
ア
合
戦
」
で
審
査
員
を
つ
と
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。現
在
、文
京
学
院
大
学
の
准
教
授
と
し
て
、

新
し
い
工
芸
と
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　

武
蔵
野
美
術
大
学
の
教
授
で
琳
派
研
究
の
第
一
人
者

で
す
。
国
や
都
県
の
文
化
財
委
員
も
務
め
ら
れ
、
当
館

の
文
化
遺
産
調
査
を
リ
ー
ド
し
「
千
住
の
琳
派
」
の
名

付
け
親
で
も
あ
り
ま
す
。『
國
華
』
第
一
五
三
一
号
の
発

刊
に
も
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

会
長 

玉
蟲
敏
子
先
生

た
ま
む
し
さ
と
こ

委
員 

川
越
仁
恵
先
生

委
員 

三
村
昌
司
先
生

会
長
職
務
代
理
者（
副
会
長
） 山
梨
絵
美
子
先
生

委
員 

眞
田
尊
光
先
生

　

日
本
の
仏
教
美
術
と
歴
史
を
専
門
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
や
活
用
に
つ
い
て
も
経
験
が
豊
富
な
方
で

す
。
過
去
に
は
当
館
の
専
門
員
も
務
め
ら
れ
、
仏
像
調
査

や
千
住
の
琳
派
の
発
見
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ご
記
憶
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
川
村
学
園
女

子
大
学
の
教
授
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

日
本
博
物
館
協
会
の
会
長
で
あ
り
千
葉
市
美
術
館
の
館

長
で
す
。
近
代
美
術
史
が
ご
専
門
で
、
国
の
東
京
文
化
財

研
究
所
の
元
副
所
長
で
あ
り
国
内
外
の
文
化
財
に
広
い
視

野
を
お
持
ち
で
す
。 

玉蟲先生

山梨先生

三村先生

事務局

眞田先生

川越先生

や
ま
な
し
え
み
こ

さ
な
だ
た
か
み
つ

か
わ
ご
え
あ
き
え

み
む
ら
し
ょ
う
じ



　

足
立
区
郷
土
芸
能
保
存
会
に
は
、
祭
り
囃
子
や
、

獅
子
舞
、
太
鼓
な
ど
を
伝
承
し
つ
つ
、
地
元
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
す
る
３３
の
団
体
が
所
属

し
て
い
ま
す
（
2
０
2
4
年
3
月
現
在
）。

　

今
回
、
足
立
区
で
は
、
足
立
区
郷
土
芸
能
保
存

会
の
活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
動
画
の
制
作

を
行
い
ま
し
た
。
10
月
に
行
わ
れ
た
郷
土
芸
能
大

会
で
の
演
奏
や
、
島
根
鷲
神
社
の
二
の
酉
に
奉
納

さ
れ
る
神
代
神
楽
の
取
材
や
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
区
内
の
郷
土
芸
能
は
、
そ
の
土
地
の
神
社
に

奉
納
す
る
形
で
披
露
さ
れ
、
祭
礼
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
祭
礼
は
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て

行
い
、
豊
作
や
幸
せ
を
祈
り
、
楽
し
み
を
分
か
ち

あ
う
も
の
で
す
。
郷
土
芸
能
の
伝
承
を
通
じ
て
、

多
く
の
方
々
が
郷
土
愛
を
持
ち
、
人
々
の
つ
な
が

　

２
０
２
１
年
４
月
よ
り
、
足
立
区
公
式
X
（
旧

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
不
定
期
連
載
し
て
い
た
漫
画
『
ビ

ビ
ビ
美
ア
ダ
チ
』
が
、
一
冊
の
本
に
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
全
２７
作
の
他
、
お
楽
し
み
の
描
下
ろ
し
漫

画
も
掲
載
。
漫
画
に
は
関
連
す
る
作
品
画
像
を
載
せ

た
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
つ
け
て
、「
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
」と
い
う
方
の
期
待
に
こ
た
え
て
い
ま
す
。

　

数
々
の
美
術
資
料
の
発
見
に
結
び
つ
い
た
文
化
遺

産
調
査
の
歩
み
や
、
文
人
・
画
家
の
相
関
図
、
居
住

マ
ッ
プ
な
ど
を
プ
ラ
ス
し
て
内
容
も
一
層
充
実
し
ま

し
た
。
と
く
に
、
描
き
下
ろ
し
漫
画
で
は
、
か
わ
い

い
新
キ
ャ
ラ
と
重
鎮
キ
ャ
ラ
が
登
場
し
、
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
コ
バ
ヤ
シ
も
タ
ジ
タ
ジ
。
足
立
区
の
美
術
文
化

を
ぐ
い
ぐ
い
深
堀
り
し
て
い
く
必
見
の
一
冊
で
す
。

　

区
立
図
書
館
、
区
の
施
設
、
小
学
校
、
中
学
校
へ
配

布
の
ほ
か
、
区
政
資
料
室
（
足
立
区
役
所
２
階
）
で
も

販
売
い
た
し
ま
す
。＊
郷
土
博
物
館
で
の
販
売
は
、
大

規
模
改
修
終
了
後
の
令
和
７
年
春
以
降
と
な
り
ま
す
。

A
５
版
、
充
実
の
１
２
８
頁
、
販
売
価
格 

９
０
０
円 

大舞台に緊張  練習の成果は出せたかな？ 

り
を
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

動
画
で
は
郷
土
芸

能
大
会
へ
の
出
演
前

に
緊
張
す
る
子
ど
も

た
ち
の
様
子
や
、
練

習
風
景
、
修
練
を
積

ん
で
こ
れ
か
ら
も
活

躍
を
期
待
さ
れ
る
子

ど
も
が
表
彰
さ
れ
る

青
少
年
奨
励
賞
受
賞

神前には、稲穂、お神酒など氏子からのたく
さんの奉納品が供えられ、つややかな灯りと境
内に響くお囃子の音が、大祭を彩っている。 

〒 120-0001 東京都足立区大谷田 5-20-1
☎ 03-3620-9393 / e-mail hakubutsukan@city.adachi.tokyo.jp
URL  https://www.city.adachi.tokyo.jp/hakubutsukan/

〒120-0034 東京都足立区千住5-13-5 学びピア21 5階
※令和７年度リニューアルオープンまで大規模改修工事に伴い、事務室が移転しています。

島根神代神楽 天孫降臨 
神楽囃子に合わせて、舞方が神役を舞う。 

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
映
像
は
足
立
区
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル「
動

画
de
あ
だ
ち
」に
て
、2
０
2
４
年
3
月
25
日
よ
り
配

信
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
地
域
文
化
課
文
化
団
体

支
援
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
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「
祭
り
の
ま
ち 

あ
だ
ち
」
動
画
制
作 

足
立
の
郷
土
芸
能 

お知らせ

『
ビ
ビ
ビ
美
ア
ダ
チ
』刊
行
！ 


